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�
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ

ブ　

毎
月
第
２
・
第
４
①
月
曜

日
午
後
７
時
〜
９
時
②
水
曜
日

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
、
い
ず

れ
も
福
祉
会
館
ほ
か
で
。
入
会

金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
３
５

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
作
曲

家
の
指
導
あ
り
。
歌
謡
曲
ほ
か
。

水
曜
日
は
レ
ー
ザ
ー
カ
ラ
オ
ケ

使
用
。
詳
し
く
は
木
村
�　

・
７３

２
６
１
５
へ
。

　

�
手
あ
み　

月
４
回
、
金
曜

日
午
前
９
時
半
〜
正
午
、
市
民

生
活
館
で
。
会
費
月
３
０
０
０

円
。
材
料
と
作
品
は
自
由
。
詳

し
く
は
藤
田
�　

・
４
５
５
７

７３

（
夜
間
）
へ
。

　

�
合
気
武
道
・
護
身
術
・
棒

術
（
東
久
留
米
武
道
ク
ラ
ブ
妙

風
庵
）　

毎
週
①
木
曜
日
午
後

４
時　

分
〜
６
時　

分
②
日
曜

４０

１０

日
午
前　

時
半
〜
午
後
零
時
半

１１

が
５
歳
〜
中
学
生
、
③
日
曜
日

午
後
零
時　

分
〜
１
時　

分
が

１５

４５

高
校
生
以
上
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く

は
細
谷
�　

・
４
０
７
５
へ
。

２１

　

�
社
交
ダ
ン
ス
（
若
葉
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
）　

月
３
〜
４
回
、

金
曜
日
午
後
１
時
半
〜
５
時
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町

で
。
会
費
月
１
５
０
０
円
。
詳

し
く
は
飯
田
�　

・
６
９
９
１

７６

へ
。

　

�
風
景
画
を
描
く
会　

郊
外

写
生
・
教
室
を
月
２
回
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
ほ
か
で
。

入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月

１
０
０
０
円
。
健
脚
な
方
。
詳

し
く
は
佐
久
間
�　

・
０
６
０

７６

０
へ
。

　

�
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
（
リ
ト

ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
ち
び
み
み
）

　

毎
週
金
曜
日
午
前　

時
〜　

１０

１０

時　

分
、
ベ
ル
コ
リ
ー
ヌ
集
会

４５
室
（
小
山
二
丁
目
）
で
。
会
費

月
３
１
０
０
円
。
１
〜
２
歳
児
。

無
料
体
験
あ
り
（
３
月
４
日
・

　

日
・　

日
）。
詳
し
く
は
小
山

１１

１８

�
０
９
０
・
９
３
２
５
・
５
６

２
６
０
２
へ
。

　

�
久
留
美
俳
句
会　

毎
月
第

３
金
曜
日
午
後
１
時
〜
４
時
半
、

成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費

月
８
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
太
田
�　

・
６
９
５

２３

４
へ
。

　

�
く
る
め
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　

毎
月
第
１
〜
第
４
水
曜
日
午
後

７
時　

分
〜
８
時　

分
、
東
部

４０

４０

地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０

０
円
。
床
に
敷
く
バ
ス
タ
オ
ル

持
参
。
詳
し
く
は
佐
藤
�
０
８

０
・
３
２
５
１
・
０
１
２
８
へ
。

　

�
料
理
（
霜
月
会
）　

毎
月
第

３
木
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午
、

中
央
公
民
館
で
。
入
会
金
１
０

０
０
円
、
会
費
３
カ
月
５
０
０

０
円
。
若
干
名
。
日
常
か
ら
お

も
て
な
し
ま
で
の
料
理
。
栄
養

講
座
あ
り
。
詳
し
く
は
末
広
�

　

・
２
９
２
７
へ
。

７３
　

�
東
久
留
米
ひ
ば
り
カ
ラ
オ

ケ
同
好
会　

毎
月
第
１
・
第
３

月
曜
日
①
午
後
１
時
〜
３
時
②

午
後
３
時
〜
５
時
③
午
後
７
時

〜
９
時
半
、
い
ず
れ
も
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０

０
円
、
会
費
月
１
０
０
０
円
。

多
少
経
験
が
あ
る
方
。
ピ
ア
ノ

伴
奏
付
き
。
詳
し
く
は
斉
木
�

　

・
２
８
２
９
へ
。

７４
　

�
ア
ッ
プ
ル
英
会
話　

月
３

回
、
土
曜
日
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

半
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
４
０
０

０
円
。
中
級
テ
キ
ス
ト
使
用
。

体
験
レ
ッ
ス
ン
１
回
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
猪
鼻
�　

・
７
２
６

２１

９
へ
。

　　

�
押
花
絵
作
品
展
（
押
花
を

楽
し
む
会
）　

３
月　

日
（
水
）

１６

〜　

日
（
祝
）
の
午
前　

時
〜

２０

１０

午
後
７
時
（　

日
は
午
後
１
時

１６

か
ら
、　

日
は
６
時
ま
で
）、
ス

２０

ペ
ー
ス
１
０
５
で
。
入
場
無
料
。

ミ
ニ
体
験
会
あ
り
。
詳
し
く
は

佐
藤
�　

・
２
１
１
０
へ
。

７２

　

�
絵
手
紙
展
「
春
を
さ
が
し

て
」（
絵
た
よ
り
の
会
）　

３
月
１

国
保
の
現
状
と
課
題

　

国
保
制
度
は
、
農
林
水
産
業
や

自
営
業
に
従
事
す
る
方
を
対
象
と

す
る
制
度
と
し
て
昭
和　

年
に
創

３６

設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、　

余
４０

年
を
経
過
し
た
今
日
で
は
、
加
入

者
の
中
で
年
金
等
受
給
者
な
ど
無

職
の
方
が　

�
を
占
め
（
下
表
１

５１

参
照
）、
少
子
高
齢
化
、
産
業
構
造

の
変
化
、
景
気
低
迷
等
の
影
響
に

よ
り
、
加
入
者
の
高
齢
化
と
低
所

得
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

医
療
費
は
著
し
く
増
え
続
け
、
こ

れ
に
対
す
る
税
収
入
は
減
る
と
い

う
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
全
国
の
市
区
町
村
の

大
半
が
、
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字

財
政
補
て
ん
の
た
め
の
繰
入
金
に

よ
っ
て
収
支
を
保
っ
て
い
ま
す
。

　

年
度
決
算
に
お
け
る
こ
の
赤
字

１４繰
入
金
は
、、
３
６
８
０
億
円
（
下

表
２
参
照
）
に
も
及
び
、
財
政
的

に
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

市

の

現

状

　

安
定
し
て
、
健
や
か
な
生
活
は

国
民
の
願
い
で
す
。
市
で
は
、
国

保
制
度
が
財
政
的
に
も
安
定
し
て

運
営
で
き
る
よ
う
に
、
市
長
会
等

を
通
し
て
国
に
対
し
、
医
療
保
険

制
度
の
抜
本
改
正
を
強
く
要
望
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
国
保

税
の
応
益
割
合
を
国
基
準
（　

�
４５

以
上
）
に
改
め
、
軽
減
措
置
の
拡

充
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
退

職
者
医
療
制
度
へ
の
切
り
替
え
促

進
や
生
活
習
慣
病
に
対
す
る
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
事
業
の
実
施
等
国
保
事

業
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

国
保
制
度
は
、
国
や
都
な
ど
か

ら
の
公
費
負
担
（　

�
）
と
国
保

５０

税
（　

�
）
に
よ
り
医
療
費
の
支

５０

払
い
に
充
て
る
も
の
で
す
。
し
か

し
、
医
療
費
が
大
幅
に
増
え
て
い

る
中
で
年
金
収
入
な
ど
が
減
り
、

加
入
さ
れ
て
い
る
方
の
生
活
も
大

変
厳
し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
医

療
費
の
増
加
分
す
べ
て
を
国
保
税

と
し
て
課
税
す
る
こ
と
も
困
難
で

す
。

　
　

年
度
決
算
時
で
、
総
歳
入
に

１５
占
め
る
国
保
税
の
割
合
は　

・
９

３０

�
で
あ
り
、
歳
入
不
足
を
一
般
会

計
か
ら　

億
円
（
市
民
一
人
当
た

１１

り
９
６
６
５
円
）
の
赤
字
財
政
補

て
ん
に
よ
り
収
支
を
保
っ
て
い
ま

す
。

　

今
、
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
運
営
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

国
保
は
、社
会
保
障
制
度
と
し
て
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営
す
る

制
度
で
す
。
国
・
都
な
ど
の
公
費
負
担
と
国
保
税
に
よ
っ
て
医
療
費

の
支
払
い
に
充
て
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、高
齢
化
が
進
み
医
療
費

が
毎
年
増
加
す
る
中
で
、国
保
は
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
�　

・
７
７
３
２
へ
。

７０

  
国
民
健
康
保
険
税
の 

税
率
等
を
改
定
（　

年
度
）

１７

　

毎
年
、
医
療
費
等
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

　

年
度
国
保
税
の
税
率
等
（
医
療

１７分
・
介
護
分
）
の
改
定
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
必
要
が
生
じ
ま
し

た
。

 

検

討

の

経

過

　

市
で
は
、
昨
年　

月
に
国
民
健

１０

康
保
険
運
営
協
議
会
に
対
し
て
、

「
国
保
税
の
税

率
等
（
医
療
分
・

介
護
分
）
の
改

定
に
つ
い
て
」

を
諮
問
し
、
同

協
議
会
で
は
、

改
定
の
必
要
性

や
内
容
等
を
審
議
・
検
討
し
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
昨
年　
１２

月
に
開
か
れ
た
第
４
回
定
例
市
議

会
に
国
保
条
例
の
改
正
案
を
提
案

し
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

改

正

の

内

容

　

国
保
税
（
下
掲
の
注
参
照
）
の

税
率
等
（
医
療
分
・
介
護
分
）
は
、

次
の
通
り
改
正
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

国
保
税
（
医
療
分
）

　
　

年
度
国
保
税
（
医
療
分
）
に

１７
つ
い
て
は
、
加
入
者
の
所
得
低
下

や
年
金
所
得
者
の
増
加
な
ど
に

よ
っ
て
応
能
割
合
が
下
が
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
応
能
・
応
益

割
合
を
調
整
（
応
能
割
合
の
引
き

上
げ
）
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
所

得
割
に
係
る
税
率
を
改
定
し
ま
す
。

　
（
１
）
応
能
・
応
益
割
合
の
比
較

　

応
能
・
応
益
割
合
…　

年
度　

・

１６

５２

５
対　

・
５
）
�　

年
度　

・
４

４７

１７

５３

対　

・
６

４６

　
（
２
）国
保
税（
医
療
分
）税
率
等

（
応
能
割
）

　

①
所
得
割
税
率
…
３
・　

�
�

９６

４
・　

�
（
改
定
）

１６

　

②
資
産
割
税
率
…　

�
（
改
定

１６

な
し
）

（
応
益
割
）

　

③
均
等
割
額
…
２
万
５
８
０
０

円
（
改
定
な
し
）

　

④
平
等
割
額
…
１
万
１
０
０
０

円
（
改
定
な
し
）

国
保
税
（
介
護
分
）

　

介
護
保
険
に
係
る
国
保
税
は
、

当
該
年
度
分
の
介
護
納
付
金
に
要

す
る
費
用
か
ら
公
費
負
担
分
（　
５０

�
）
を
除
き
、
国
保
税
の
医
療
分

と
一
緒
に
介
護
分
（　

�
）
を
賦

５０

課
・
徴
収
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
納
付
金
も
制
度
の
利
用

拡
大
に
伴
っ
て
増
加
し
、　

年
度

１６

介
護
納
付
金
は
、
昨
年
に
比
較
し

て
９
５
６
８
万
１
０
０
０
円
増
加
、

公
費
負
担
分
を
除
い
て
も
２
０
８

５
万
４
０
０
０
円
の
不
足
が
生
じ

て
い
ま
す
。　

年
度
も
同
程
度
の

１７

増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
納
付
金
に
係
る
必
要

相
当
額
を
国
保
税
と
し
て
賦
課
・

徴
収
す
る
と
さ
れ
て
い
る
国
保
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
制
度
の
趣
旨

に
沿
っ
て
介
護
保
険
に
係
る
税
率

等
を
改
定
し
ま
す
。

　
（
１
）国
保
税（
介
護
分
）税
率
等

　
（
応
能
割
）

　

①
所
得
割
税
率
…
０
・　

�
�

８５

１
・　

�
（
改
定
）

１０

　

②
資
産
割
税
率
…
７
�
（
改
定

な
し
）　

　
（
応
益
割
）

　

③
均
等
割
額
…
７
０
０
０
円
�

７
５
０
０
円
（
改
定
）

　

④
平
等
割
額
…
３
２
０
０
円
�

４
２
０
０
円
（
改
定
）

　
（
２
）
改
定
内
容

　

引
き
上
げ
総
額
…
年
３
８
３
３

万
５
千
円
（
介
護
保
険
の
加
入
者

一
人
当
た
り
年
間
で
２
７
０
９
円

の
引
き
上
げ
）

 
改
定
後
の
試
算
例

　
　

年
度
国
保
税
の
税
率
等
改
定

１７
に
よ
る
国
保
税
の
算
出
額
を
例
示

し
ま
す
（
左
表
３
参
照
）。
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  表３

改定後の国保税の試算例（年間）

（例１）６８歳の方、１人で加入している場合
　（公的年金による収入が１７０万円）
　　改定なし⇒１万１，０００円（７割軽減　）
（例２）６８歳、６５歳の夫婦で加入の場合
　（公的年金による収入が２５０万円）
　　改正前　⇒８万５００円（２割軽減）
　　改正後　⇒８万２，１００円（２割軽減）
（例３）３５歳、３３歳、７歳の家族３人で加入
の場合（給与収入が３５０万円）

　　改正前　⇒１６万５，２００円
　　改正後　⇒１６万９，１００円
（例４）４５歳（介護該当）、４０歳（介護該当）、
１０歳、７歳の家族４人で加入の場合（給
与収入が５００万円）

　　改正前　⇒医療分２３万８，１００円、介護
　　　　　　　分４万３，８００円
　　改正後　⇒医療分２４万４，４００円、介護
　　　　　　　分５万３，６００円
（例５）５８歳（介護該当）、５５歳（介護該当）、
２５歳、２２歳の家族４人で加入し、固定資
産（税額３５万円）を有している場合
（事業所得が１，０００万円）
　　改定なし⇒賦課限度額６１万円
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小
・
中
学
校
の

特
別
教
室
を
開
放

す
（
左
表
参
照
）。

　

使
用
に
は
登
録
が
必
要
で
す

（
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
は

更
新
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
【
対
象
団
体
】
市
内
在
住
・
在
勤
・

　
【
団
体
登
録
の
受
け
付
け
】生
涯

学
習
課
（
市
役
所
６
階
）
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
団
体
の
規
約
と

名
簿
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

※
使
用
申
請
は
直
接
使
用
す
る

　国民健康保険は 
　   　皆さんで支えています�

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 

い
る
方
は
、
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
た
場
合
、

将
来
増
え
る
年
金
額
は
次
の
通

（
注
）

　

国
保
税
は
、
世
帯
単
位
で
負

担
能
力
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
る

応
能
割
と
国
保
に
加
入
し
た
世

帯
、
個
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ

る
応
益
割
の
合
算
に
よ
り
算
出

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、　

年
４
月

１２

か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
、　

歳
〜　

歳
の
方
は
、

４０

６４

従
来
の
国
保
税
（
医
療
分
）
に

介
護
保
険
分
を
上
乗
せ
し
、
一

緒
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国 保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保 情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情国 保 情 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

表１
国保（市町村）の現状

全国数値

平成１４年度昭和３６年度

４,６１９万人４,５１１万人被保険者数（年度末）

３６.４�４７.０�加　入　率

２.０人４.２人被保険者数／世帯数

２７.０�４.８�老人加入率

４.９�４４.７�農林水産業

世帯主職業

１７.３�２４.２�自　営　業

２４.１�１３.９�被　用　者

５１.０�９.４�無　　　職

２.７�７.８�そ　の　他

　※厚生労働省資料より

表２
国保（市町村）の収支状況

（億円）

１４年度１３年度１２年度

７９,６３６７８,１１４７３,４２６収 入 合 計

７９,４７８７５,９２８７１,５０６支 出 合 計

１５８２,１８６１,９２０収 支 差 引 額

－１,８７０－１,８３８－１,０２９単年度収支差引額

３,６８０３,４６５３,１９７
一般会計繰入金 
（赤字財政補てん）

２７,９３５２５,０６２２１,９３６老人保健拠出金

　※厚生労働省資料より

17.  3.  1

★１７年度の前期分（４月１５日号～１０月１日号）は３月１日（火）
から、後期分（１０月１５日号～翌年４月１日号）は９月１日
（木）から受け付けます
★締め切りは、発行日の２０日前（閉庁日にあたる場合は次の開
庁日）です
★所定の用紙に必要事項を記入して、広報課（市役所２階）で
申し込みをしてください
★「会員募集」は毎号１８件まで、「催し」は毎号１２件まで、先
着順に受け付けます。掲載回数は、１団体につき「会員募集」
「催し」を合わせて１年度に４回までです
★同一団体の掲載は「会員募集」「催し」の別に関係なく、３号
以上間隔を空けてください
★原則として市内で活動する団体で、連絡先の方が市内在住の
場合に掲載します。野外活動中心の場合を除き、市外で活動
する団体の会員募集はできません
★講師や指導者による生徒募集は掲載
できません
★会員募集を主な目的とした催しは「会
員募集」として受け付けます。また、　
無料講習・体験会は会員募集として受
け付けます
※１６年度の会員募集は終了しました。
　　詳しくは広報課広報担当�７０・７７０８へ。
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さ
い
わ
い

       
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
【
共
通
事
項
】介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方
が

対
象
と
な
り
ま
す

　

申
し
込
み
は
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
�　

・
２
７
１
１
、
フ
ァ
ク
ス　

・

７７

７７

２
７
５
０
）
へ
。

　

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
�　

・
７０

７
７
４
７
へ
。

機

能

回

復

訓

練

　
【
対
象
・
定
員
】
市
内
在
住
の　
１５

才
以
上
で
、
一
定
の
医
療
行
為
を

終
え
、
症
状
が
安
定
し
て
い
る
方
。

若
干
名

　
【
利
用
期
間
】４
月
か
ら
６
カ
月

間
を
限
度
と
し
ま
す

　
【
募
集
期
間
】３
月
１
日（
火
）〜

　

日
（
金
）

１１入

浴

サ

ー

ビ

ス

　
【
対
象
】
家
庭
で
入
浴
が
困
難
な
、

市
内
在
住
の
お

お
む
ね　

才
以

６４

下
の
心
身
障
害

を
お
持
ち
の
方

（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
）

で
、
一
定
の
医
療
行
為
を
終
え
、

症
状
が
安
定
し
て
い
る
方

�
０
９
０
・
９
３
２
５
・
５
６

９
３
へ
。

　

�
英
会
話
勉
強
会
（
ウ
ラ
ウ

ラ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）　

毎
週

月
曜
日
午
前　

時　

分
〜
午
後

１０

４０

零
時　

分
、
西
部
地
域
セ
ン

１０

タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
月
２
５
０

０
円
。
レ
ベ
ル
不
問
。
ほ
か
の

曜
日
も
可
。
詳
し
く
は
浦
崎
�

　

・
３
７
１
５
へ
。

５９
　

�
洋
裁
（
ア
ト
リ
エ
森
）　

月

３
回
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ

か
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

多
少
経
験
が
あ
る
方
。
和
裁
か

ら
洋
裁
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
。

詳
し
く
は
沢
井
�　

・
８
３
１

７３

１
へ
。

　

�
童
謡
詩
吟
詠　
「
菫
（
す
み

れ
）
会
」　

毎
月
第
１
〜
第
３
月

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
、
福
祉

会
館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、

会
費
月
１
０
０
０
円
。
小
・
中

学
生
無
料
。
詳
し
く
は
あ
だ
ち

�　

・
１
２
３
７
へ
。

７３

　

�
少
年
野
球
（
ク
ラ
ウ
ン

ジ
ャ
ッ
ク
）　

毎
週
土
曜
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
８
時
半
〜
正

午
、
不
動
橋
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
新

川
町
一
丁
目
）
ま
た
は
第
二
小

学
校
校
庭
で
。
入
会
金
２
５
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０
円
、

ス
ポ
ー
ツ
保
険
５
０
０
円
。
初

心
者
歓
迎
。
小
学
１
年
〜
３
年

生
。
詳
し
く
は
猪
瀬
�　

・
１

７０

４
６
２
へ
。

　

�
く
る
め
っ
子
ク
ラ
ブ
柔
道

研
究
会　

毎
週
①
水
曜
日
午
後

７
時
〜
９
時　

分
②
日
曜
日
午

２０

後
２
時
〜
４
時　

分
、
い
ず
れ

２０

も
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入

会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
２

０
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
チ
も
募
集
中
。

詳
し
く
は
窪
田
�　

・
１
４
９

７２

４
へ
。

　

�
パ
ソ
コ
ン
勉
強
会　

毎
週

土
曜
日
午
後
２
時
〜
４
時
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
ほ

か
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、

会
費
１
回
２
０
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
田
中
�　
・
７７

１
０
５
０
へ
。

　

�
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
英
会
話
サ
ー

ク
ル　

毎
週
土
曜
日
午
前　

時
１０

　

分
〜
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。

４０入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月

４
０
０
０
円
。
ア
メ
リ
カ
人
の

男
性
講
師
。
初
心
者
。
詳
し
く

は
北
楯
（
き
た
た
て
）
�　

・
７７

て
」（
絵
た
よ
り
の
会
）　

３
月
１

日
（
火
）
〜　

日
（
木
）
の
午

３１

前
９
時
〜
午
後
３
時
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）、
東
久

留
米
駅
西
口
多
摩
信
用
金
庫
内

ロ
ビ
ー
で
。
入
場
無
料
。
詳
し

く
は
佐
藤
�　
・
１
２
８
５
（
午

７３

後
６
時
以
降
）
へ
。

　

�
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

（
は
ま
な
す
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）

　

３
月　

日
（
祝
）
午
後
３
時

２０

〜
６
時
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
。
参
加
費
前
売
り
１
０
０
０

円
、
当
日
１
３
０
０
円
。
詳
し

く
は
臼
井
�　

・
１
５
０
４
へ
。

７６

　

�
雑
木
林
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
（
東
久
留
米
自
然
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

３
月　
２６

日
（
土
）
午
前　

時
（
南
沢
氷

１０

川
神
社
前
集
合
）
〜
正
午
、
南

沢
緑
地
保
全
地
域
で
。
参
加
費

１
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）。
高

校
生
以
上
。ご
み
拾
い
・
草
刈
り
・

さ
く
補
修
な
ど
。３
月　

日（
火
）

１５

ま
で
に
申
し
込
み
を
。
詳
し
く

は
小
野
木
（
お
の
ぎ
）
�　

・
２１

０
４
３
９
へ
。

　

�
カ
ウ
リ
ー
手
織
り
展
示
会

（
社
会
福
祉
法
人
リ
ブ
リ
ー　

ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
カ
ウ
リ
ー
）　

３
月　

日
（
日
）
〜　

日
（
火
）

１３

１５

の
午
前　

時
〜
午
後
６
時
（　

１０

１５

日
は
午
後
５
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー

ス
１
０
５
で
。
入
場
無
料
。
草

木
染
め
マ
フ
ラ
ー
（
シ
ル
ク
・

ウ
ー
ル
）・
裂
き
織
り
の
バ
ッ
グ
、

な
ど
約
１
０
０
点
。
展
示
品
の

販
売
。
詳
し
く
は
同
ワ
ー
ク
ラ

ン
ド
カ
ウ
リ
ー
・
矢
島
�　

・
７６

１
０
８
１
へ
。

　

�
文
庫
ま
つ
り
（
東
久
留
米

地
域
文
庫
親
子
読
書
連
絡
会
）

　

３
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１２

〜
４
時
、
中
央
図
書
館
視
聴
覚

ホ
ー
ル
で
。入
場
無
料
。人
形
劇
・

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
お
は
な
し
・

詩
の
朗
読
・
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な

ど
。
詳
し
く
は
山
口
�　

・
８

５８

３
０
１
へ
。

　

�
新
婦
人
コ
ー
ラ
ス　

コ
ー

ル
・
ハ
モ
ー
レ　

コ
ン
サ
ー
ト

（
同
実
行
委
員
会
）
４
月
２
日

（
土
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半

開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

入
場
料
高
校
生
以
上
１
０
０
０

円
、
小
・
中
学
生
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
塩
田
�　

・
０
７
１

７５

２
へ
。

　

３
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
春
の

火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家

庭
で
も
防
火
に
つ
い
て
の
話
し
合

い
を
し
て
み
て
は
い
か
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
指
導
調
査
係
�　

・
０
１
１

７１

９
へ
。

　
【
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を
】
い
ざ
火

災
が
起
き
る
と
、慌
て
て
し
ま
い
何

も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。日
ご
ろ

か
ら
自
治
会
や
事
業
所
で
行
う
訓

練
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

開 放 す る 学 校 一 覧
開 放 時 間定 員開 放 教 室学 校 名

特

別

教

室

開

放

平日は 

午後６時～９時 

 

土曜・日曜日と祝

日、春・夏・冬の

長期学校休業日は 

　午前９時

～午後９時

１２月２９日～翌年　

　１月３日を除く

８０名プ レ ー ル ー ム
第 五 小 学 校

４０名第 ２ 音 楽 室
４０名ク ラ ブ 室

下 里 小 学 校
４０名生 活 科 室
５０名音 楽 室
４０名第 ２ 音 楽 室
４０名会 議 室

久 留 米 中 学 校
１００名多 目 的 室
５０名図 書 室東 中 学 校
４０名第 １ 会 議 室

西 中 学 校
４０名第 ２ 会 議 室
４０名ク ラ ブ 室南 中 学 校
３０名視 聴 覚 室

大 門 中 学 校
４０名図 書 室
５０名図 書 室下 里 中 学 校
４０名第 ２ 音 楽 室

中 央 中 学 校
４０名視 聴 覚 室

　

市
民
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
文
化
・
芸
術
・
社

会
教
育
活
動
の
場
と
し
て
、
市
内

全
中
学
校
と
一
部
の
小
学
校
（
第

五
小
学
校
、
下
里
小
学
校
）
の
特

別
教
室
の
一
部
を
開
放
し
て
い
ま

《１７年度市民伝言板利用案内》　 
前期分の受け付けは３月１日（火）から 春の火災予防運動春の火災予防運動

  火は消した？火は消した？ 
いつも心に     いつも心に  きいてみてきいてみて 
３月１日（火）～７日３月１日（火）～７日（月）（月）
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特
別
教
室
を
開
放

利
用
者
を
募
集
�

　
【
対
象
団
体
】
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
で
組
織
す
る
５
名
以
上

の
社
会
教
育
関
係
団
体

　
【
使
用
料
】
無
料

　
【
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
】

火
災
で
な
く
な
る
半
数
以
上
は　
６５

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
注
意
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
高
齢
者
の

部
屋
は
、
１
つ

だ
け
で
な
く
、

２
つ
の
方
向
に

避
難
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
は
隣
近
所
の
人
が
気
を
付
け
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す

　
【
放
火
に
ご
注
意
】放
火
や
放
火

の
疑
い
に
よ
る
火
災
が
、
出
火
原

因
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
家

の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
を
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
【
協
力
し
合
え
る
地
域
づ
く
り

を
】
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
人
と
交

流
を
し
、
住
民
同
士
の
連
帯
感
と

防
火
意
識
を
高
め
、
い
ざ
と
い
う

と
き
は
互
い
に
協
力
し
、
被
害
を

小
さ
く
し
ま
し
ょ
う

　
【
火
の
用
心
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る 

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
④

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
⑤
寝

具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る

⑥
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る
⑦
高
齢
者
や
身
体
の
不
自

由
な
方
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　

※
使
用
申
請
は
直
接
使
用
す
る

学
校
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
社
会
教
育
係
�

　

・
７
７
８
４
へ
。

７０

フィフティ２企画講座

   子育てママ＆パパの 

      『ほっと広場』

フィフティ２市民企画講座

第３回「遊びは生きる力の源 
～地域で子育て・親育てを支えよう」

男女平等推進センター  フィフティ２情報 

　おしゃべりや相談ができる広場です。子ど

もをどうしかるかは、だれもが迷うこと。も

ちろん、子育てのイライラ、

夫の協力が得られないな

ど、そのほかの悩みでも結

構です。パパの参加も歓迎

です。お気軽にどうぞ。

　※２歳未満のお子さんと一緒に入室可。人

数制限がありますので、申し込み時に確認を。

　【日時】３月２５日（金）午前１０時～正午
　【テーマ】「だだっ子をどうしかる？　しつ
けに迷ったとき」

　【講師】子育てサロン「ぽかぽか広場」代表
の原悠子氏

　【会場】同センター会議室
　【定員】先着２４名
　【費用】無料
　※満２歳～未就学児の保育あり。先着１０名。

３月３日（木）～１８日（金）に電話で申し込

みを。

　申し込みは３月３日（木）から電話で同セ

ンターへ。

　プレーパークを知っていますか。子どもが

屋外で自由に遊べて、そこでは火や水･土･

木や道具そして頭、身体、五感をフルに使い、

子どもが、そして大人たちが成長できる場で

す。そのプレーパークで１９８０年からプレー

リーダーをなさっている講師を招いて、プ

レーパークが子どもや大人、そして社会に与

える影響について伺います。企画・運営は東

久留米の育児応援マップを作る会２００４。

　【日時】３月２６日（土）午後２時～４時
　【講師】ＮＰＯ法人「日本冒険遊び場づくり
協会」運営委員の天野秀昭氏

　【会場】市役所７階７０１会議室
　【定員】先着５０名
　【費用】１００円（資料代）
　※満２歳～未就学児の

保育あり。先着１０名。３

月２日（水）～１７日（木）

に電話で申し込みを。

　申し込みは３月２日

（水）から電話で同セン

ターへ。
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【
利
用
回
数
】
月
２
回

　
【
費
用
】１
回
に
つ
き
６
０
０
円

　
【
募
集
期
間
】
随
時

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

<<男女平等推進センター>>　火曜日休館
住所：〒２０３－００５３、本町３－９－１－１０２
電話：７２・００６１　　ファクス：７２・００５３
メールアドレス：fifty2@higashikurume-city.jp

　詳しくは電話、ファクス
または電子メールで同セ
ンターへ。

付

加

保

険

料

を 

納
付
し
ま
せ
ん
か

　

老
後
に
、
よ
り
高
い
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て

い
る
方
は
、
毎
月
の
保
険
料
の

ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
の
額
は
、
１
カ

月
４
０
０
円
で
、
第
１
号
被
保

険
者
や
任
意
加
入
被
保
険
者
が

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
る
方

や
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

り
で
す
。

　

▼
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数

　

ま
た
、　

年
間
納
付
し
た
場

４０

合
、　

年
度
の
年
金
額
は
、
次

１６

の
通
り
で
す
。

　

▼　

万
４
５
０
０
円
＋
２
０

７９

０
円
×
４
８
０
＝　

万
５
０
０

８９

円
　

申
請
し
た
月
の
分
か
ら
支
払

い
が
で
き
ま
す
。
保
険
年
金
課

国
民
年
金
係
（
市
役
所
１
階
）

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
�　

・
７
７

７０

３
３
へ
。

春の火災予防運動

  火は消した？ 
     いつも心に  きいてみて 
３月１日（火）～７日（月）


